










































































































































































経験と国際業務における成功に関する研究蓄積は乏しい（Ferraro & Briody, 2013）。























































　質問票は、セルマーら（Selmer & Lam, 2004）のものを元とした。セルマーらは、国際
的であることの意識について 32 問と国際間移動に対する意識について 34 問を使用した。
本調査では、これらの質問項目のうち、信頼性分析で集約された設問を選び、国際的である








有効回答数 男 女 平均年齢 海外の平均居住期間 海外経験あり




























　調査日：ロサンゼルスでの調査は 2013 年 1 月から 2月、













二カ国語以上を使う仕事をしたい .923 -.054 .072
海外転居のある仕事をしたい .860 -.159 -.004
海外出張のある仕事をしたい .804 -.012 -.070
他の国籍の人と一緒に仕事をしたい .787 .181 .104
異文化に興味を持っている .155 .741 -.072
海外旅行をしたい .181 .641 -.067
ストレスに強い（精神的に安定している）※ -.264 .539 .182
海外の国が好き .244 .533 -.105
社交的である -.012 .077 .724
チャレンジ精神、競争心がある .143 -.124 .666
決断力、自立心がある（自分で解決する） .049 -.180 .649
主体性：人前で発言するなど -.121 .325 .583
受容性：多様な人や状況に対する許容／対応力がある -.090 -.057 .634






















①ロサンゼルス居住の青少年（n ＝ 48）、②日本居住で海外旅行経験のない青少年（n ＝
28）、③日本居住で海外旅行経験（1 回あたりの滞在期間が 1 ヶ月未満）がある青少年














平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 p値 結果
国際業務への志向 3.48 0.69 3.23 0.96 0.174
異文化の受容性 3.94 0.75 3.64 0.87 0.093
























平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 p値 結果
国際業務への志向 3.48 0.69 2.90 0.90 0.006 ＊＊
異文化の受容性 3.94 0.75 3.29 0.77 0.001 ＊＊







平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 p値 結果
国際業務への志向 2.90 0.90 3.85 0.76 0.001 ＊＊
異文化の受容性 3.29 0.77 4.31 0.63 0.000 ＊＊







平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 p値 結果
国際業務への志向 3.48 0.69 3.85 0.76 0.116
異文化の受容性 3.94 0.75 4.31 0.63 0.072
特定の性格 3.68 0.74 3.87 0.59 0.332
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